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1. はじめに
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1. はじめに

他人にとっては重大なことでも、
自分には何の痛痒（つうよう）もなく
関係のないこと。対岸の火災。

対岸の火事 たいがんのかじ

（参考） 三省堂大辞林第三版より参照
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はじめに

突然ですが を
経験された方はいらっしゃいますか？

突然ですが、質問です。
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2. 自己紹介
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個人情報 本人画像

氏
名

佐藤 博之

所
属

ビジネストランスフォーメーション
事業本部
エンタープライズビジネスユニット
技術支援グループ
アジャイル・自動化チーム

2. 自己紹介
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技術支援グループといっても、それぞれの専門分野で分かれており
火消し専門の部隊というわけではありません。

普段はアジャイル案件のテスト支援を行っています

2. 自己紹介
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技術支援組織

分野 担当範囲

コンサル 工程定義・品質管理プロセス

業務支援コンサル

RPA

PMO 品質管理PMO

統括PMO

テスト計画 テストプロセス標準化

マスターテスト計画支援

個別テスト計画支援

テスト方針策定支援

機能テスト ITa

ITb

ST

システムテスト

テスト端末 端末貸出

分野 担当範囲

非機能テスト テスト計画

テスト設計

テスト実行

テスト環境 CAT販売

CAT導入支援

構成管理 構成管理プロセス設計

ライブラリ管理ツール

インスペクション ケースインスペクション

仕様書インスペクション

アジャイル・
自動化

アジャイル・自動化実行

アジャイル・自動化コンサル

セキュリティ 脆弱性

セキュリティコンサル

探索的テスト アドホックテスト

2. 自己紹介
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SHIFTの入社理由

「 プロジェクト」への参画

2. 自己紹介

中規模のSIer

開発終盤からリリースまで残業が多い
リリース後は、問い合わせからの仕様変更が多い
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半年～1年くらいの案件が多く、開発だけではなく要件定義等を
行うこともしばしば

とうとう、社内的には大きめの炎上プロジェクトに発展してしました
炎上プロジェクトの消火が終わった後に

「品質」「テスト」の会社であるSHIFTを見つけて

2. 自己紹介
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2. 自己紹介

ここだ！
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2. 自己紹介

という気持ちで転職しました。

それから2年ちょっと経ちます。
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2. 自己紹介

今は第三者検証、テストを通じて
いろいろなプロジェクトの

お手伝いさせてもらっています。
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品質保証業務支援 アジャイル型開発テスト支援 オフショア開発テスト支援

フルスコープテストアウトソーシング 第三者評価サービス 強化テスト支援

その他サービス

その他弊社テスティングサービス一覧

実績のある自動化ツール一例

プロジェクト型開発におけるテスティングサービス全体像

アプリ自動化

ブラウザテスト自動化

CIツール

教育サービス

テスト進捗自動管理ツール

（参考）会社紹介 SHIFTサービスの全体像
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エンタープライズ領域全てをカバー。RPA案件も多々実績あり。

（参考）会社紹介 直近実績

業種 お客様 案件 内容

金融

損害保険業 基幹系再構築 PMO支援、UAT

損害保険業 保険料改定 PMO、総合テスト

損害保険業 代理店向けシステム刷新 PMO、総合テスト

生命保険業 営業支援系システム構築 結合テスト、総合テスト

ネット証券 国内株式取引システム 結合テスト

銀行 勘定系システム構築 PMO、結合テスト、総合テスト

SIer テスティングCoE 結合テスト、総合テスト

公共 公的機関 基幹系再構築 単体テスト、結合テスト、総合テスト

流通

小売業 ECサイト自動化適用 自動化テスト

小売業 全社POS端末刷新
※ベンダ側/発注側双方参画

総合/受入テストPMO

SIer 結合テスト、統合テスト、総合テスト

SIer オムニチャネル案件 PMO、単体テスト、結合テスト、総合テスト

製造 製造業卸 基幹系システム刷新 受入テスト（総合テスト）

Web サービス アジャイル開発支援 テストスプリント、総合テスト、自動テスト
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2. 自己紹介

本日は、過去の経験とSHIFTへ入社してから経験、
チーム内で発生した プロジェクトの話をします。
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はじめに

が起こりました。

どうやって消しますか？

突然ですが、質問です。
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3. 火災と対処方法



19

3. 火災と対処方法

消火方法を間違うと、火が大きくなることもあります。

電気火災…水をかけることで感電する可能性がある
天ぷら油火災…水をかけてはいけない

化学火災…水に触れると発火する可能性がある

山火事…向かい火(バックファイヤー)
向かい火：逆側から火をつけることで火事の広がりを防ぐ
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火災の対処方法は、状況に応じた消火方法が必要

正しい対処方法を行うことで、被害を最小限にすることができる

被害を最小限に抑えることはできるが、被害がなかったことにはできない

火災を発生させないことが重要である

3. 火災と対処方法
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4. 炎上について
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4. 炎上について

炎上したってよく聞きますが、
いつ起こっていますか？
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4. 炎上について

炎上したってよく聞きますが、
いつ起こっていますか？

• リリースしたら
• テスト開始したら
• 開発中
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事象 フェーズ

誰が原因

✅開発が終わらない
✅ リリースができない
✅品質が悪い

✅テストフェーズ
✅ リリース後
✅開発フェーズ

✅個人
✅チーム
✅プロジェクト

✅見積不足
✅経験不足
✅想定外のボリューム

4. 炎上について
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先ほどの火事の例を考えてください。

プロジェクトの炎上というのは、家屋の火災に近いです。
最初の火種は小さく、
対処しなかったことにより大きく燃え広がる。

実際の炎上プロジェクトの事例を紹介します。

4. 炎上の定義
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5. 炎上プロジェクトの事例
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始まらない
テストフェーズ

５.炎上プロジェクトの事例
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５.炎上プロジェクトの事例

受入テスト支援



29

５.炎上プロジェクトの事例

のはずが・・・
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５.炎上プロジェクトの事例

開発側のテストが終わらない
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５.炎上プロジェクトの事例

テストが始められない
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５.炎上プロジェクトの事例

数か月後・・・
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５.炎上プロジェクトの事例

なくなった・・・
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6. 燃えてしまった場合の対処方法
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6. 燃えてしまった場合の対処方法

35

品質の計測

優先機能を選別

徹底的にテスト

不具合の検知

修正の優先度

再度テスト

・一般的に炎上したプロジェクトは、
管理もボロボロになっていることが多い

・時間がないが、一度立ち返る必要がある
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6. 燃えてしまった場合の対処方法

36

品質の計測

優先機能を選別

徹底的にテスト

不具合の検知

修正の優先度

再度テスト

：品質の計測を行い、優先機能の
選別するためのデータを集める



37

6. 燃えてしまった場合の対処方法（絞り込み）

37

一度炎上した場合、全機能の品質を測定する必要があります
標準テスト観点を使用し、重要度別不具合発生件数を洗い出します

SHIFT 不具合 重要度別
工程 系統 ID カテゴリ 検証 Bloc Crit Maj Norm Mino Triv Enha

単体観点 画面系 01 レイアウト 1 0 0 0 0 0 0 1
02 起動 66 0 0 0 0 1 0 1
03 終了 5 0 0 0 0 0 0 0
04 入力 54 0 0 0 0 0 0 0
05 出力 10 0 0 0 0 0 0 0
06 項目チェック 24 0 0 0 1 1 0 2

機能系 01 データチェック 140 0 0 0 0 0 0 0

02 ロジック 27 0 0 0 0 0 0 1
03 CRUD 9 0 0 2 3 1 0 1

結合観点 機能系 01 UI操作 8 0 0 0 0 1 0 0
02 状態遷移 0 0 0 0 0 0 0 0
03 データ連携 28 0 0 1 0 0 0 0
04 I/F連動 0 0 0 0 0 0 0 0
05 権限 3 0 0 0 0 0 0 0
06 例外 5 0 0 1 0 0 0 0
07 脆弱性 5 0 0 0 0 0 0 0

合計 385
ケース

障害 18件
摘出率 3.1%

★絞り込み例
58ケース
障害9件

摘出率15.5%

標準テスト観点
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6. 燃えてしまった場合の対処方法

38

品質の計測

優先機能を選別

徹底的にテスト

不具合の検知

修正の優先度

再度テスト

：ここでつけた優先度は機能修正の
優先度にもなる

：データを収集したうえで、ビジネス、
品質を元に機能に優先度をつける
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6. 燃えてしまった場合の対処方法（ビジネス優先度と機能優先度）

39

全体での品質チェックを行うために

観点 登録系観
点

更新系
観点

検索系
観点

参照系
観点

境界値
観点

イレギュ
ラー系
観点

機能
ビ 品 ビ 品 ビ 品 ビ 品 ビ 品 ビ 品

顧客管理系
● × △ ● ● ● ●

金銭処理系
● × △ ● ● ● ● ●

検索機能系
△ △ △

詳細表示系
△ △ △ △ △ △ ● △ △

一覧表示系
× × ● ●

ビジネス上重要かつ品質が悪いの
で観点を多く適用

ビジネス上重要だが品質状況が良
いので観点は通常通り

ビジネス上重要性が低い。品質は
あまりよくない。
優先度としては低いので、最低限
観点を適用。

優
先
順
位

優先順位
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6. 燃えてしまった場合の対処方法

40

しかし、この時点で我々にできるのは
不具合の検出のみ
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6. 燃えてしまった場合の対処方法

41

では、なぜ炎上したのか？
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因

43

① ドキュメントの精度

② 進捗管理・マネジメント

③ フェーズの区切り

④ ソースコードの管理

⑤ テストへの誤解
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因（ドキュメントの精度）

44

要件

XXX

YYY

ZZZ

A設計

XXX

B設計

YYY

指摘

要件、設計、製造のフェーズが区切られて実施されている

顧客
遠藤さん

顧客からの指摘で要件が漏れていることが発覚
要件が漏れているかは開発者では見つけることができない
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因（ドキュメントの精度）

45

設計書の粒度が荒い。

例) 登録ボタンを押下し、チェックし、DBに登録する
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因（ドキュメントの精度）

46

業務フローがコピペ、シナリオが足りない
・業務がコピペで済むのであれば、単純化できる

利用シーンを想定できていないため
シナリオテスト もしくは 顧客受入テストで
大量の指摘がある可能性が高い
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因（進捗管理・マネジメント）

47

ゴールの定義が不明慮 進捗率100％開発者2名の考え

ゴ

ー
ル

ス

タ

ー
ト

開発
高橋さん

開発
斎藤さん

単体テストが終わればOK

単体テストが終わって、
プログラムのマージまで
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因（進捗管理・マネジメント）

ゴールの定義が不明慮 開発者2名の考え

マージするときに、リー
ダーのレビューを受けて、
その修正が終わったとき
がゴール PM

佐々木さん
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因（進捗管理・マネジメント）

この時点で、見えない遅れが発生している
WBSやスケジュールに現れない個人タスクが発生

ゴ

ー
ル

ス

タ

ー
ト

見えていなかった遅れ
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因（フェーズの区切り、完了条件が曖昧）

要
件
定
義

基本設計

詳細設計

製造
単体
テスト

結合テスト

シ

ナ

リ

オ

テ

ス

ト

時系列

境界がなくなり何がどれだけ完成したのかがわからない

五月雨式のウォーターフォール
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因（ソースコードのマージ）

・プログラミングの開始からマスターブランチまでのコミットが長く、コンフリクトが多発。

ソースコード ソースコード

数週間後

同じソースコードを大幅に修正したために、マージができずにコンフリクトが発生。
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7. 炎上プロジェクトの事例から見る原因（テストへの誤解）

画面で全部テストすればよい！は危険

登録

ページが存在し
ません

期待値 現実

成果物の集合体である画面で、すべてのテストを実施しようとした

登録しました 404
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8. 燃やさないために
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８. 燃やさないために

・下流工程と呼ばれるフェーズで発覚することが多い

は早い段階から燻っている可能性が高い
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８. 燃やさないために

a. ドキュメントの精度

b. 進捗管理・マネジメント

c. フェーズの区切り、完了条件が曖昧

d. ソースコードのマージ

e. テストへの誤解
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８. 燃やさないために(ドキュメントの精度）

要件

XXX

YYY

ZZZ

A設計

XXX

B設計

YYY

指摘

要件のつながりがない場合

No 要件

1 XXX

2 YYY

3 ZZZ

No A設計

1 XXX

No B設計

２ YYY

指摘

要件のつながりがある場合

顧客
遠藤さん

顧客
遠藤さん
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８. 燃やさないために(ドキュメントの精度）

設計書の粒度が荒い

● 登録ボタンを押下し、チェックし、DBに登録する

①登録ボタンを押下する
②必須項目のチェックを行う
③チェックがエラーの場合、エラーメッセージを表示する
④チェックがOKの場合、DBにXXデータを登録する
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８. 燃やさないために(進捗管理・マネジメント）

ゴールを先に共有する

ゴ

ー
ル

ス

タ

ー
ト

道筋ができる

マージするときに、リー
ダーのレビューを受けて、
その修正が終わったとき
がゴール PM

佐々木さん

開発
高橋さん

開発
斎藤さん
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８. 燃やさないために(フェーズの区切り、完了条件が曖昧）

要
件
定
義

基本設計

詳細設計

製造
単体
テスト

結合テスト

シ

ナ

リ

オ

テ

ス

ト

時系列

境界がなくなり何がどれだけ完成したのかがわからなくなります。
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８. 燃やさないために(フェーズの区切り、完了条件が曖昧）

要
件
定
義

基
本
設
計

詳
細
設
計

製
造

単
体
テス
ト

結
合
テス
ト

シ

ナ

リ

オ

テ

ス

ト

時系列

V字モデルの考え方
ウォーターフォールやアジャイルといった製造プロセスによらず、使用される
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８. 燃やさないために(フェーズの区切り、完了条件が曖昧）

要
件
定
義

基
本
設
計

詳
細
設
計

製
造

単
体
テス
ト

結
合
テス
ト

シ

ナ

リ

オ

テ

ス

ト

時系列

作るフェーズ 見つけるフェーズ



62

８. 燃やさないために(ソースコードのマージ）

・小さく作って、小さくマージ

同じソースコードを小さく修正したために、マージができる
もし仮にコンフリクトが発生しても、修正が容易

public class A{

public string classA{
return “”;

}

public int calMoney(int money){
return money * 1.08;

}
} 
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８. 燃やさないために(テストへの誤解）

全体での品質を高めていくためにバランスの良いテスト

単体テスト

結合テスト

どこでどれだけテストを行うか？
・小さな単位からテストを行う
・各テストで行う役割を明確にする
・テスト環境を決める

単体テスト
・ローカル環境にて、モジュールのIOを確認

結合テスト
・開発環境にて、モジュール間の結合を確認

システムテスト
・評価環境にて、システム全体の動作を確認

システムテスト
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８. 燃やさないために(メンバーの声や行動に注目）

メンバーの声に耳を傾けてみる
• 特に問題ありません
• 仕様に漏れがあって、設計書の修正が必要
• コンフリクトが発生していて、なかなかマージが終わらない
• 進捗しない開発
• レビューの指摘が多い

稼働状況や雰囲気から判断
• 定時に帰えれないメンバー
• 笑顔が減ったメンバー

がどこかにあるのではないか？
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８. 燃やさないために(私の取り組み）

状況をキャッチアップする
• 朝のスタンドアップミーティング
• すぐに質問できる雰囲気

タスクの見える化を行う
• 作業の関連を意識
• やるべきタスクの見える化ボードの作成
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9. さいごに
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9. さいごに 炎上の定義

事象 火種

どこで原因

✅開発が終わらない
✅ リリースができない
✅品質が悪い

✅要件定義
✅基本設計
✅構成管理

✅個人
✅チーム
✅プロジェクト

✅ゴールの定義
✅ トレーサビリティ
✅想定外のボリューム
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はじめに

プロジェクトの炎上は、決して

「 」

ではありません。

住宅火災のようなちょっとした油断から発生するものです。
日頃から情報を精査し、プロジェクトの様子を確認して
いく必要があります。

さいごに
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８. 燃やさないために(私の取り組み）

炎上を警戒するだけではなく
普段から防災の意識を持っていきましょう
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ご清聴ありがとうございました


